
※種別は講義、 実習、 演習のいずれかを記入。

到達目標
D

制作意図を 魅力的にプレ
ゼン する
こ と ができ ている

制作意図を プレ ゼン する
こ と ができ ている

ふつう

基本操作が おおむねで
き ている

基本操作が でき ていな
い

機能を 使いこ なす こ と
がおおむね
 でき ている

機能を 使いこ なすこ と  
ができ ていない

優れている

到達目標
A

基本操作ができ ている

機能を 使いこ なす こ と
ができ ている

到達目標
B

到達目標
C

事前にリ サーチを  し て
制作に 取り 組むこ と が 
でき ている

必要最低限のリ サーチを
し て制作に 取り 組むこ
と が でき ている

科目名 基礎デザイ ン実習D 年度 2025

Basi c Desi gn Pr act i ce D 学期 前期

単位数 2 種別※ 実習

英語科目名

学科・ 学年 デザイ ン科 イ ンテリ アデザイ ン専攻 １ 年次 必／選 必 時間数 60

担当教員 鹿嶋マルガリ ータ 教員の実務経験 有 実務経験の職種 グラ フ ィ ッ ク デザイ ナー

【 科目の目的】

目的① デザイ ンツールと し て使用するこ と を前提と し たI l l ust r at or ・ Phot oshop の基本的な操作方法を習得する。
目的② 高度な技術が必要になるプレゼンボード 等のデザイ ンへと 発展に取り 組む。 他者に明確な説明伝達するツールと し て習
得するこ と で、 デザイ ナーと し て必要な素養を身につける。

【 科目の概要】

I l l ust r at or ・ Phot oshop に慣れ親し み、 デザイ ン作業に必要なアプリ ケーショ ンの初歩的な操作方法を理解し ていく 。 基本的
な印刷知識、 レイ アウト や、 画像編集の技術の理解を深め、 課題内容を理解し 、 自分で発案や提案を行い、 他者に意図を伝えら
れる制作ができ るよう になる。

【 到達目標】

到達目標　 A : I l l ust r at orの基本操作ができ る
到達目標　 B： I l l ust r at orの機能を使いこ なすこ と ができ ている　
到達目標　 C： 事前にリ サーチし て製作に取り 組むこ と ができ ている
到達目標　 D： 製作意図を魅力的にプレゼンするこ と ができ る
到達目標　 E： 他者にわかり やすく 伝えるデザイ ンができ ている 
  
  
  
【 授業の注意点】

授業は基礎を学んだ後、 応用で理解度を深めていく よう に進行し ていく 。 そのため、 事前準備やリ サーチも 必要である。 作業方
法習得のため、 メ モをと り 確実に使い方を覚えていく こ と も 重要と なる。
授業時間内で、 欠席等により 課題が出せなかっ た場合は、 翌週までに仕上げ、 提出するこ と 。
全ての課題を提出し なければ、 合格と なら ない。 また授業時数の4分3以上出席し ない者は合格するこ と ができ ない。
毎回PCを持参するこ と 。

評価基準＝ルーブリ ッ ク

ルーブリ ッ ク
評価

レベル５ レベル３ レベル１

要努力

制作意図を  プレ ゼン す
る こ と ができ ていない

到達目標
E

事前リ サーチを  し ない
で制作に 取り 組んでい
る

他者にわかり やすく 伝え
る デザイ ン が でき てい
ない

【 教科書】

無し

【 参考資料】

授業内にて資料を配布、 又は、 ク ラ スルームにアッ プ

【 成績の評価方法・ 評価基準】

課題成果物　 60％　 発表含む提出課題完成度を総合的に評価する　
　
習熟度　 　 　 20％　 段階的に必要な技量の習得
平常点　 　 　 20％　 積極的な授業参加度、 授業態度による評価

他者にわかり やすく 伝え
る デザイ ン ができ ている

他者にわかり やすく  伝
える デザイ ン が おおむ
ねでき ている



回数

評
価
方
法

自
己
評
価

自己評価： S： と ても よく でき た、 A： よく でき た、 B： でき た、 C： 少し でき なかっ た、 D： まっ たく でき なかっ た

備考 等

3
I l l ust r at or の
 便利な機能を 使っ
てイ ラ スト を 描く

便利な機能を習得す
る

4

科目名 基礎デザイ ン実習D

2
基本図形を 使っ て
 簡単なイ ラ スト を
 描く

パスの描画
 （ 基礎編）

ペンツールを使う

英語表記

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得するスキル

1
I l l ust r at or
 について

基本操作の理解 I l l ust r at or の操作方法

2025

Basi c Desi gn Pr act i ce D 学期 前期

授業内容

ガイ ダン ス

2修得スキル： 画像の配置、 ク リ ッ ピ ン グマスク

I l l ust r at or の操作方法 修得スキル：

前回の復習 到達目標A、 到達目標B

2修得スキル： 重ね順、 透明、 回転等の機能

オブジェ ク ト を 重ねて、
簡単なイ ラ スト 作成を
 する

前回の復習 到達目標A

基本図形のを 組み合せて簡単なイ ラ スト を 描く こ と ができ
る

2

2

パスの描画
 （ 応用編）

ペンツールでの
 ト レース

到達目標A、 到達目標D

修得スキル： Phot oshopの基本操作

5

前回の復習

年度

6
名刺
 （ 基礎編）

基本的な
 名刺の作成

7
名刺
 （ 応用編）

オリ ジナル
 名刺の作成

到達目標A、 到達目標B

8
WEB用画像の作
成

・ 印刷データ と
 WEBデータ の違い
 について
 ・ 写真の配置

到達目標A、 到達目標BWEB用画像の作成

画像の配置

2

2

2

2

ボード の作成

修得スキル： 便利な文字の機能を 使う こ と ができ る

到達目標A、 到達目標B

ロ ゴの作成

フ ラ イ ヤーの作成

到達目標A

修得スキル：

修得スキル： 画像の効果的な使い方、

文字のレ イ アウト

前回の復習

文字を 効果的にする 方法

ラ フ スケッ チ

14

ロゴについて ロゴ作成

写真の加工

9

10
オープンDMの作
成

写真の配置、
 文字のレイ アウト

11
プレゼン／
 Phot oshopにつ
いて

Phot oshopの
 基本操作の理解

12
Phot oshop
 について

加工し た画像の
 コ ラ ージュ

13
お気に入り 紹介
ボード 1

プレゼンボード の作
成

プレ ゼン

Phot oshopについて

前回の復習

画像のコ ラ ージュ

お気に入り 紹介
ボード 2

プレゼンボード の作
成

プレ ゼン

ブラ ッ シュ アッ プ

修得スキル：

簡単なプレ ゼン ボード の作成

到達目標D、 到達目標E

2修得スキル：

よ り 他者に伝わり やすい方法を 考える

画像の加工、 コ ラ ージュ

到達目標A、 到達目標B、 到達目標C

修得スキル： 自分で撮っ た画像を 加工する

到達目標A、 到達目標B、 到達目標E

2

2

15
お気に入り 紹介
ボード 3

完成し た作品を
 プレゼンし 、
 ブラ ッ シュ アッ プ
する

評価方法： 1. 小テスト 、 2. パフ ォ ーマンス評価、 3. その他

修得スキル： ペン ツ ールでいろ んな線を 描く こ と ができ る

到達目標A

前回の復習

到達目標A

2修得スキル： オブジェ ク ト を 動かすこ と ができ る

オブジェ ク ト に色を 付ける こ と ができ る

便利な機能について

前回の復習

ペン ツ ールについて

前回の復習

ト レ ース 修得スキル： ト レ ースができ る

2オリ ジナル名刺の作成

名刺の作成方法

到達目標A

2

修得スキル： ラ フ 作成、 オリ ジナルの名刺作成

2

到達目標A、 到達目標B

修得スキル： ト リ ムマーク の方法

スォ ッ チ機能でパタ ーン の作成

到達目標A、 到達目標B、 到達目標C、 到達目標E
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